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１．荒川の概要

荒川流域の概要

荒川第一調節池
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１

荒川は、秩父山地の甲武信ヶ岳（標高2,475ｍ）に水源を発し、秩父盆地を北流したのち、長瀞

を経て寄居付近から関東平野をほぼ南に流れ東京湾に注ぐ流路延長173km、流域面積2,940km2の

河川です。

埼玉県および東京都を流域とし、流域内人口約930万人、流域内資産額は150兆円に及びます。



埼玉県川越市

昭和２２年９月 カスリーン台風

◎家屋全半壊及び流出：５０９戸
◎床上浸水：１２４，８９６戸、

床下浸水： ７９，８１４戸

発生年（出水名） 死者・行方不明 浸水家屋数
明治43年 399名 262,595戸
昭和22年　カスリーン台風 109名 204,710戸
昭和33年　狩野川台風 5名 63,150戸
昭和49年　台風16号 3名 1,329戸
昭和57年　台風10号 2名 2,326戸
昭和57年　台風18号 1名 19,294戸
平成３年　 台風18号 － 6,069戸
平成11年　熱帯低気圧 － 2,363戸
平成19年　台風９号 － 53戸

三峯観測所では総雨量498㎜を記録し、

熊谷・治水橋水位観測所では観測以来
最高となる水位を記録。

■ 主な洪水被害

２．荒川の治水計画

平成１１年８月熱帯低気圧 洪水状況
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霊岸島

荒川第一調節池

■ 荒川水系河川整備基本方針 流量配分図

荒川では２００年に１回の洪水を安全に流下させることを目指しています。
荒川第一調節池では８５０m3/Sの洪水調節を行います。



３．事業の概要

荒川第一調節池（河口から約30㎞地点）

首都東京を控える荒川下流域を水害から守るため、一時的に洪水を貯留する調節池（荒川第一調節
池）を整備しました。

３

■ 諸元
調節池面積 ５．８ｋ㎡
調節池治水容量 39,000千m3

（総合開発事業3,000千m3含む）

■ 事業工程

■ 平面図
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■ 事業費
３５０億円
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荒川第一調節池（河口から約30㎞地点）

■ 事業実施後
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越流長

AP+8.700m
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■洪水調節の概念
河道第一調節池

①洪水初期

②洪水ピーク時

越流堤

■越流堤の諸元

AP+8.700m

・荒川第一調節池は、荒川の洪水を計画的
に調節する施設です。

・越流堤は、概ね10年に1回程度の頻度で
流入するように設計されており、河道水位
がAP+8.700mを超えると洪水調節を開始し
ます。

・荒川第一調節池洪水調節時は各水門を
全閉し囲ぎょう堤の役割を果たします。

AP+8.700m

河道第一調節池
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３．事業の概要
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平成11年8月洪水
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４．事業効果の発現状況（実際の洪水で検証）

■平成11年8月熱帯低気圧の出水状況

荒川第一調節池は建設中でしたが、8月14日22：00
～15日10：00（約12時間）にかけて調節池内に洪水が
流入しました。

羽根倉橋
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荒川第一
調節池

荒
川

東京外かく環状道路

（幸魂大橋）

流入状況

■平成11年8月出水における効果検証

下流地点への調節効果

約560m3/s

笹目橋で約30cmの

水位低減効果

洪水シミュレーション計算結果（笹目橋での流量比較）

洪水シミュレーション計算結果（笹目橋での水位比較）

いま平成11年8月洪水がおこったとしたら、約2,000万m3の
洪水を調整し、下流地点(笹目橋)のピーク流量を約560m3/s、
水位は約30cm低減したと考えられます。
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■平成19年9月台風9号の出水状況
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越流のようす

9月7日15:45～18:40（約3時間）にかけて越流堤から調節池内
に洪水が流入。約3万m3の洪水調節を行いました。
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彩湖運用開始

第一調節池事業着手

さくらそう水門完成

第一調節池事業完
成

約2倍

５．事業による環境の変化

調節池内に、国の特別天然記念物『田島ヶ原サクラ草自生地』が存在。

囲ぎょう堤築造に伴い自生地の湛水環境に悪影響を与えないよう、文化庁、埼玉県等関係機関と協議し、

さくらそう水門の操作ルール策定等の環境保全対策を実施しています。

現在、生育株数は着手当時から約２倍に増加しています。

荒川第一調節池内には、彩湖、道満グリーンパーク、県営秋ヶ瀬公園等が整備され、年間利用者数（推

計）は約１７０万（H18年度）と、多くの方々に利用されている。

田島ヶ原サクラ草自生地

サクラソウ

■さくらそう水門操作による保全措置

さくらそう水門は、鴨川の水を荒川へ流すための施設で、洪
水時は、全閉し囲ぎょう堤の役割を果たします。
なお、さくらそう自生地の冠水頻度を考慮した水門操作ルー
ルが策定されています。

さくらそう水門
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■荒川第一調節池内利用状況

（出典：荒川調節池モニタリング検討業務報告書、河川水辺の国勢調査－空間利用実態調査－）

学習センター 等各種施設利用

バーベキュー、自然観察 等野外活動

ジョギング、サイクリング 等陸上スポーツ

散歩、休憩 等散策、休憩等

対象とする利用例利用形態 野外活動

（出典：荒川調節池工事に伴う特別天然記念物田島ヶ原サクラソウ自生地影響調査概報《平成20年》）



■計算条件

・評価時点 ：平成２１年

・事業期間 ：昭和４５年から平成１６年（３５年）

・評価対象期間：事業期間＋５０年間

・資産データ ：平成１７年国勢調査、平成１８年事業所統計

・河道条件 ：下流部 H18河道（河口～笹目橋）

上流部 H16河道（笹目橋～上流）

・対象洪水 ：平成１１年８月熱帯低気圧

※１：建設費は、社会的割引率（４％）及びデフレーターを用いて現在価値化を行い費用を算定。

※２：維持管理費は近年５年間の維持管理費の平均を年間にかかる維持管理費として

評価時点～評価終了まで見込み、河道改修による費用対効果を算定。

６．費用対効果

141,758百万円

6,429百万円

135,329百万円

③総費用（①＋②）

②維持管理費

①建設費

洪水調節に要する総費用（Ｃ）

●総便益（Ｂ）：洪水調節に係わる便益は、洪水氾濫区域における家屋、農作物、公共施設等に想定

される被害に対して、年平均被害軽減期待額を「治水経済調査マニュアル（案）」に基づき計上した。

●総費用（Ｃ）：洪水調節に係わる建設費と維持管理費を計上した。

費用対効果

７



※治水施設の整備によって防止し得る被害額（一般資産、農作物等）を便益として算定。

※施設完成後の評価期間（５０年間）に対し、社会的割引率（４％）を用いて現在価値化を

行い算定。

■残存価値 1,327百万円

※施設については法定耐用年数による減価償却の考え方を用いて、また土地については

用地費を対象として、評価期間終了後（整備期間＋５０年後）の現在価値化を行い、

残存価値として算定。

■算定結果（費用便益比）

便益の現在価値化の合計＋残存価値

建設費の現在価値化の合計＋維持管理費の現在価値化の合計
Ｂ／Ｃ ＝

1,530,542＋1,327

135,329+6,429

1,530,542百万円洪水氾濫被害防止効果

総便益（Ｂ）

８

＝１０．８

６．費用対効果



７．費用対効果分析の算定基礎となった要因

・事後評価では、地盤高データの精度向上と資産データの更新に伴い総便益が上昇し
たことによりB/Cが高くなる結果となった。

（1）費用対効果分析条件等の比較

９
（ ）：Ｈ１５時点の評価額をＨ２１時点に換算した値

・評価時点 ：平成２１年
・地盤高データ：１２５ｍメッシュ
・資産データ ：平成１７年国勢調査

平成１８年事業所統
計

・河道条件 ：下流部 H18河道
（河口～笹目橋）
上流部 H16河道
（笹目橋～上流）

・評価時点 ：平成１５年
・地盤高データ：５００ｍメッシュ
・資産データ ：平成７年国勢調査

平成８年事業所統計
・河道条件 ：昭和５７年度河道

（河口～上流）
計算条件

１．２１倍
（０．９５倍）

1,418億円
1,174億円

（1,494億円）
総費用

（Ｃ）

２．２２倍
（１．７５倍）

15,319億円
6,916億円

（8,751億円）
総便益
（Ｂ）

・地盤データの精度向上による氾
濫面積、浸水深の増大

・資産ﾃﾞｰﾀの更新による資産の
上昇

・現在価値化の評価時点の相違

・維持管理費の算出方法の見直
しによる減少

１．８３倍
（１．８３倍）

１０．８
５．９

（５．９）
Ｂ／Ｃ

変化及びその原因等
再評価からの

変化
事後評価（Ｈ２１）再評価（Ｈ１５）



７．費用対効果分析の算定基礎となった要因

①地盤高データの精度向上

②資産データの更新

・氾濫計算に使用する地盤データを500mメッシュから125mメッシュに

更新したことより精度の高い浸水深を被害額算定に反映。

・国勢調査（H7→H17）、事業所・企業統計調査（H8→H18）データを更

新したことにより、氾濫原資産が上昇。

（２）総便益（Ｂ）の変化要因

10

前回（H15） 今回（H21）

地盤高
（A.P.m）

今回（H21）前回（H15）

0.1 ～ 10
　

10 ～ 100

100 ～ 1,000
　

1,000 ～ 2,000

2,000 ～ 4,000
　

4,000 ～ 6,000

6,000 ～ 8,000
　

8,000 ～ 10,000

10,000 ～

凡例（百万円）

約１．２倍に増加

約１．５倍に増加
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８．社会経済情勢等の変化

事業着手時点から流域内人口は約２０％増加し資産も増加しており、洪水調節施設としての荒川
第一調節池の重要性はますます高くなっています。

９．今後の事後評価及び改善措置の必要性

平成１１年８月、平成１９年９月出水等による事業効果の発現状況から、所定の事業効果が確認さ
れていること、及び施設完成後の運用管理において今後改善すべき事項はないことから、今後の事
後評価及び改善措置の必要はないものと思われます。

10．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直し等の必要性

本事業の評価の結果、同種事業の計画調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要はないもの
と思われます。


